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· 出席者は記録者が印を付ける。

· 出席できなかったスタッフは、記録を読んでから欄に署名（捺印）すること。

＜全体連絡＞
・第7回院内研修　1/25(水)26(木)17:30～
場所:メンタルケア病棟3F会議室　テーマ:｢医療現場における安全管理｣講師:前田JGM　　　　※当日の出欠予定の記入を各自で入力すること。また、実施場所が変更となっている為、注意すること。

・1/27（金）立入り検査実施予定。書類の確認作業を進めていくが、記録記載後にチェックをしていても記載忘れがみられている。各自チェックをする目的を理解し、記載忘れがないように対応していくこと。この日までに疾患別診療計画書のサインが無理である場合は、小嶋SGMに前もって報告すること。
・1月の月報の提出期限は、2/1(水)17:00まで。
・利用者情報に変更がある際は、1/30(月)までにデータベースを更新すること。
・今後、朝外来の申し送りを受ける際に、薬局スタッフへ当日の薬の受け取りが誰であるかの情報提供を行うこと。

＜利用者様情報＞
デイケア
・竹洞　総子　様～8：30体験利用を希望する連絡があり、本日体験利用を実施している。緊張しているような表情だったが、デイケアの説明を聞いて自分の希望を伝えている。自己紹介では「ダイエットしたいのでエアロビに参加したい」と話している。プログラムはエアロビに参加し身体を動かし、作業療法では絵画を行う等穏やかに過ごしている。今後の利用に関して確認し、必要に応じて準備を進めていく。
・上村　正暁　様～本日三國SWの付き添いで見学をしている。スタッフの説明を聞きながら見学しており、今後希望に応じて体験利用を行うこととしている。

・澤口　利香　様～本日の体験利用者（竹洞総子様）を見かけると、スタッフの傍に来て「私、入院中にあの人にどつかれた」と不快な表情をしながら話している。距離を置くなど、あまり気にしないようにしながら過ごすよう伝えている。引き続き様子観察を行い、必要に応じて介入していく。

デイナイトケア
・稲垣　フキ　様～青風荘にて頭痛や咳等の不調の訴えがあったとのことで、デイナイトケアでも同様の不調を訴えており、静養室にて休養しながら過ごしている。バイタルサインの異常は見られていない。体調変化に注意しながら様子観察を行っていく。
・板橋　利美　様～青風荘にて耳にティッシュを詰めていることがあり、スタッフが介入すると周りがうるさいからと答えていたとのこと。また、バイタルサイン確認時にだるさを訴え、体温37.2℃であったとの情報提供がある。デイナイトケア来所時は体温36.4℃であり、昼食は全量摂取出来ている。体調変化に注意しながら様子観察を行っていく。
・倉石　ヨシエ様～排便が5日間ない状態である為、アローゼンの服用を促すと、「効かないから飲まない」と服用を拒否している。今後必要に応じて、服用を促していく。

ナイトケア

・八木橋　牧雄様～来所時、昨日聞かれていた寒気の状態について質問している。「寒いけど何も問題ないよ」と話しており、バイタルサインの異常はなく、体調不良も特にないとのこと。不調を感じた際にはすぐ相談するよう促している。以降、時間が経過しても不調の訴えはなく、終了まで穏やかに過ごしている。
＜外来情報＞

・高柳　和子　様～うつ状態が強く、部屋から出られない事が多かったと話している。

・板橋　利美　様～顔色が不良で「青い痰がでる」「せき込む」と話している。体の痛みに対して薬の処方を希望。心電図の結果は異常なしと説明を受けている。

・倉橋　生子　様～足が重くてぼーっとする、眼鏡を掛けても視界がすっきりしないと話しており、リスペリドンが除剤となり、オランザピンOD錠（5）が夕食後に追加処方になっている。

・野月　利章　様～ギブスがとれたことを報告している。痛みがあり、カロナールを服用しているが効かないとのこと。利用日を火曜日から月曜日に変更したいと話し、許可が下りている。下痢について訴えているが、整腸剤を服用しているため様子をみるように言われている。アレルギーがあるとのことで、タベジールが増薬となっている。

・繁名　和恵　様～痔から出血し、佐々木泌尿器科で薬が処方となったことを報告している。幻聴はあるが、行動が左右されることはなかったとのこと。頓服薬を飲んで対応したと話している。

・中村　茂　様　～夜間睡眠はとれているが、朝食が食べられないと話している。幻聴は名前を呼ばれるようなものがあるとのことだが、行動に支障はないと話している。

・中村　鶴子　様～1週間夜中に尿意があり1、2回起きることや、年末に眼球上転になりそうでならなかったことがあると報告している。薬が減ると心配なので、処方薬は変えずに様子を見ていくこととしている。

・川口　尚良　様～鼻水が続いているとのことで、耳鼻科受診を勧められる。血圧が96/84mmHgで、最高血圧と最低血圧との差が少ないことを気にしていたが自覚症状がなければ問題ないことを説明されると安心している。断酒は続いており、2月に節分やえんぶりがあるため不安だが多分大丈夫だと話している。

・平　京子　様　～デイケアを週に5日から週に2回に減らして家でのんびりする時間が欲しいとのこと。一気に回数を減らすのではなく、デイケアスタッフと相談して調整するよう本人に伝えている。

・番沢　政勝　様～処方が2週間から3週間に変更になる。以前にGHの世話人と外出・外食（回転寿司）にいく予定であったが、人が多いので断ったとのこと。

・村上　元道　様～相変わらず苛々や浅眠が続いているが、仕事は休むことなく、不眠時の薬を毎日服用しているとのこと。生活の中で歯磨きやふとんの上げ下ろしなど今までできてことが苛々して出来なくなってきていると話している。

・澤口　利香　様～骨密度を測定した結果、減少している。以前は待合室で短時間しか待てなかったのが次第に長い時間待てるようになっている。2月に行われる茶居花の会議は延ばしてもらえそうだと話している。

＜事例検討＞

カンファレンスシート（　佐藤　ミツ子　様）

実施日：H29年1月25日（水）13：30～14：00

担当チーム：服部、佐々木

検討内容　目標の計画の評価

	氏名
	佐藤ミツ子
	性別
	女
	年齢
	68
	生年月日
	昭和22年4月15日

	主病名
	統合失調症
	合併症
	

	治療方針（医師の指示）
	・基本的生活習慣の修得

・対人関係の改善

・作業能力・持続性の向上

・病識を身につける

	本人希望
	今の生活を続けたい。

	家族希望
	青風荘での生活を続けて欲しい。

	入院歴
	計　1回（最終：昭和62年8月　～平成13年9月13日　　青南病院）

	通所歴
	　1回目

· 今回：平成13年10月9日～現在　　（週5回）

	その他サービス利用
	青風荘入所中

	住居：青風荘
	家族構成



                 

兄が保護者となっている。

	利用制度
	愛護手帳B
	障害基礎年金2級
	他（自立支援サービス区分2、国保）


【目標・治療計画（現在）】

	長期目標
	中期目標
	短期目標
	治療計画

	青風荘での生活を維持する
	①日課を実施できるようになる。
	①スタッフに確認をしてもらいながら、食事準備ができる。
	①分からない事や、不安な事はスタッフに確認をする。スタッフは、本人の行動や意見を肯定し、できていることをほめる。失敗したと思わせないようにさりげなくフォローする。スタッフは、声がけするようにして、普段から本人が話しやすいようにしていく。

	
	②1人悩まず、職員に相談する。突発的な行動をしないようにする。
	②スタッフへ相談できる。
	②スタッフは、本人から相談を受けたときは、適切な内容のアドバイスをする。


【検討内容】

	短期目標
	実施した結果・現状
	今後の対応

	①スタッフに確認をしてもらいながら、食事準備ができる。
	・人に話し掛けるためでも強い緊張感がある様子である。食事の準備の際には作業は一人で行うことができている。できていることもスタッフに確認し、安心感を得ている様子。

・繰り返し行うことで食事準備も上手にできるようになっており、スタッフから評価している。
	今後も目標を継続し、安定して出来る作業を行い、成功体験を感じながら日課を行えるよう関わっていく。

	②スタッフへ相談できる。
	・挨拶は自分からできており、言いたい事は自分から伝えることができている。以前は思ったことをそのまま伝えてしまい、相手を傷付けてしまうことがあるが、最近は落ち着いて過ごしている。

・夜間の不眠があるとスタッフに相談しており、午前3：00には起きているとのこと。その際に何をして過ごしているのかは不明。不眠の影響からか、作業時間中等居眠りをしている様子が見られている。
	自分から相談する頻度が増えてきており、最近は不眠について相談している。今後も目標を継続し、不安や問題を相談しながら対処していくことができるように関わっていく。


【目標・治療計画（再立案）】

	長期目標
	中期目標
	短期目標
	治療計画

	青風荘での生活を維持する
	①日課を実施できるようになる。
	①スタッフに確認をしてもらいながら、日課ができる。
	①分からない事や、不安な事はスタッフに確認をする。スタッフは、本人の行動や意見を肯定し、できていることをほめる。失敗したと思わせないようにさりげなくフォローする。スタッフは、声がけするようにして、普段から本人が話しやすいようにしていく。

	
	②1人悩まず、職員に相談する。突発的な行動をしないようにする。
	②スタッフへ相談できる。
	②スタッフは、本人から相談を受けたときは、適切な内容のアドバイスをする。











